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第６回 佐賀県総合運動場等整備基本計画検討委員会 議事要旨 
 
 
▶開催⽇時 

平成２９年３⽉２７⽇（⽊）１５：００〜１６：３０ 
 
▶開催場所 

ホテルニューオータニ佐賀 
 
▶出席者 

委 員：岸川委員（⿃栖市スポーツ推進委員）、 
⼩早川委員（久光製薬（株） 久光製薬スプリングス 副部⻑）、 
今委員（フリーランス・プランナー）、 
坂元委員（佐賀⼤学教育学部 教授）、 
⽵原委員（（株）サガン・ドリームス 代表取締役社⻑）、 
⽥部委員（（株）JTB 総合研究所 コンサルティング第三部⻑）、 
⾺場委員（㈱オープン・エー 代表取締役社⻑） 
原⽥委員（早稲⽥⼤学スポーツ科学学術院 教授）、 
東島委員（（公財）佐賀県体育協会 理事⻑）、 
藤井委員（（⼀社）佐賀県障がい者スポーツ協会 指導員） 

事務局：⽩井⽂化・スポーツ交流局⻑、⼤川内副局⻑、原スポーツ課⻑、 
スポーツ課担当 

関係課：政策課、財政課、企画課、国⺠体育⼤会・全国障害者スポーツ⼤会準備室、 
県⼟企画課、都市計画課、建築住宅課施設整備室、道路課、佐賀⼟⽊事務所、 
県⺠協働課 

 
▶内容 
１ 開会 
２ あいさつ（⽂化・スポーツ交流局⻑） 
３ 説明事項 

整備基本計画策定までの議論の流れについて 
  ・事務局より資料１の説明。 
４ 報告事項 

佐賀県総合運動場等整備基本計画について 
  ・事務局より資料２の説明。 
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５ 意⾒交換 
施設の活⽤等に向けた今後の戦略について 

 
【坂元委員⻑】 

・施設の活⽤等に向けた参考事例紹介ということで、原⽥委員と今委員より資料をいた
だいております。 

・それでは、原⽥委員からよろしくお願いします。 
 
【原⽥委員】 

・映像で事例を紹介したいと思います。まずは、８時間で⼟間コンクリートの床を体育
館の床にするシステムです。NＢＡの事例になります。⽇本では資料にもあるとおり横
浜国際プールがあるのですが、こちらのほうがはるかに優れています。 

・アリーナができたら、このような感じで展⽰会をやった次の⽇はバスケット、あるい
はバレーなど⾊々なスポーツイベントができるようになるという参考事例です。 

・これを導⼊すると⾮常に⼤きな収納場所がいることになりますが、イメージはこのよ
うな感じです。 

・もう⼀つは⼤阪エヴェッサというチームがチームラボと組んでスマートフォンのアプ
リを使って⾏った演出の紹介です。スマホを振ることで、マスコットにエネルギーを
与えるというアプリになります。このような取組みを使って昨年の平均が 5,000 ⼈ぐ
らいまで増えています。 

・私からは以上です。 
 

【坂元委員⻑】 
・次に今委員の説明をお願いします。 

 
【今委員】 

・今後、整備計画の具体化が重要になると思いますので、これからは委員ではなく、そ
ちらに座られている⾏政の⼈たちに考えてもらいたいという思いで、わかりやすくす
るように頭をひねって考えてきました。 

・今回の整備計画がアリーナに注⽬しているのは⾮常にありがたいです。特に中央エリ
アが⼀番新しくなると思いますが、ここのアリーナが⼈を集める集客施設になるとい
うことだけではなく、⽇常的に⼈で賑わうことを⽬指しているのではないかと思いま
す。ただ単にイベントやコンサートをやったことで⼈が集まるのではなくて、佐賀市
の中の⼈の動きが変わったなというくらいにならないと、この整備計画の最終的な結
果、いわゆる⽬標とするところは達成できないのではないかなと思います。 

・ただ単に⼝で⾔っているのは簡単です。そこが結果を求めるということだと思います
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が、⽇常的に⼈々で賑わう場所にするためにはどうするのかを考える必要があります。
建物は建ちます。ただ、その建物を建てるということが今回の整備基本計画の⽬的な
のかなというと違っていて、建物は⼀つの集客装置としての機能であって、あくまで
それを使いこなさない限りは、⼈の動きも変わらないし、⼈も集まらないことになり
ます。 

・そこで考える必要があるのは、そこにどんな優れたノウハウを導⼊できるかどうかと
いうところだと思います。これは今後の焦点だと思います。 

・結果を出すためにいろいろ考え⽅を整理して、まとめて、⽬的をはっきりさせ、その
上でアクションを起こすということの⾻⼦は整備計画でできています。そこを徹底し
て追求することが必要だと思っています。そのことをどうやってイメージしたらいい
かなということを１枚⽬でつくりました。 

・２枚⽬、それではどうするかというところを具体的に⾔えば、先ほど⾔いましたとお
り、すぐれたノウハウを導⼊することになります。例えば、中央エリアにある新しい
商業施設にどういうテナントを常設で設置して、どういう商売をそこでしていくのか
ということを考える必要がありますが、その前に、このエリア全体をどういうような
空間に設計して構成するのというところや、とにかく毎⽇でも来たくなるような⽇常
的な場所にするためにはどうするか、それらを最適化した形でどうプロデュースする
かというのが⼤事になります。そこに地元の特⾊や地元の企業さん等々のパワーを巻
き込んでいくという図式になると思います。そこで必要になるのは、全体の価値観を
つくるためのプロデュース能⼒というところになります。 

・恐らくこれは⼈によって考え⽅はいろいろあると思うのですが、私は常に⼈間が⽣き
ていく上で重要だろうなと思う「⾐」「⾷」「住」で考えます。「⾐」というのは、要は
単純に⾔うとファッション性、⼈を楽しくする、楽しくさせるという部分です。「⾷」
は⽇本のスポーツ施設でよく問われていることです。⾷べものを出しとけばいいだろ
うということではなく、⾷べ物⾃体が⼈の⼼を豊かにするといいますか、⾷べる場所
の雰囲気とか、そういうものを含めての「⾷」になります。それから、「住」はそのエ
リアに⾏くだけで何かすごい気持ちいいよね、快適だよねというような居⼼地のよい
場所という感覚で捉えています。そういった「⾐」「⾷」「住」という観点からも、い
ろんな考え⽅ができるのではないかなと思います。 

・元に戻って事業ノウハウになります。全体をプロデュースするノウハウというのはど
ういうことがあるのかを紹介します。そこに地元の企業さん、それから産業、当然地
元の特⾊を⽣かしたものが⼊り込んでくるわけですから、それを⼀本に束ねて、⼀つ
の価値観、魅⼒をつくっていかなければならないという作業になります。それが⼀番
時間かかるし、地元の⼈たちが考えなければいけないことでもあります。これはなか
なか理解が難しいと思うので、３つ事例を持ってきました。 

 ・３枚⽬が、これは皆さん御存じのとおり、ＭＡＺＤＡスタジアムです。観客動員数が
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向上しているということをよく⾔われています。私はもともと伊藤忠商事にいたこと
もあるのでわかりますが、⽇本の商社は中で何をやっているかわからない組織です。
その中で、⽇本の総合商社は意外と特⾊があって、伊藤忠だと繊維、三菱商事だと重
⼯が強いです。その中で、三井物産というのは⾷の分野が強い商社です。今はどこで
もやるのですが、系列にいろんな⼦会社があって、とにかく幅が広いです。物産がス
ポーツに乗り出してきたきっかけが実はマツダで、ここに乗り出してきたときにスタ
ジアムの中の⾷をまず改善しようということで、この中⼼になったのが右にあるエー
ムサービスという会社です。このエームサービスは⼀緒に仕事したことがあるのです
が、⾷は全部トータルでコーディネートします。こういう施設だったら、エリアだっ
たら、どんなイメージで、どんな特⾊を⽣かして、誰を連れてきたらいいかというと
ころまで全部プロデュースして、その上でテナントを選んで運営まで⾏う会社です。
アメリカのアラマーク社と提携していて、オリンピックやワールドカップのときも、
彼らは選⼿村とか、そういうところのフードサービスを全部請け負っている会社です。 

 ・新しくできた三井物産フォーサイトというのは、これはスポンサーシップからスタジ
アムの中のマーケティングまで全部取り扱っているのですが、こういった形で三井物
産グループとしてスタジアムビジネスに乗り込んできているというケースがこのケー
スです。実際に今、同じグループ、特に物産関係はエームサービスの例が下にありま
すが、⾊々なスタジアムに乗り込んできているところです。 

 ・それから、次のケースが、これもちょっと⾯⽩いですが、パナソニック。皆さん御存
じのとおり、もともと家電製品の製造販売をやっていた会社です。現在、物品を納品
するだけではなくて、物品の運⽤まで全部携わっています。皆さんは頭の中に象徴的
に残っているのは、リオデジャネイロの開会式、閉会式だと思います。あの演出機材
は全部納品しています。ただ、オペレーションまで全部携わったのはリオが最初だそ
うです。 

 ・今、パナソニックは「Ｂ ｔｏ Ｃ」ではなく、「Ｂ ｔｏ Ｂ」のビジネスにシフトしよ
うとしていて、その⼀つの具体的な事例がスポーツ事業に乗り出すことになります。
実際に何をやっているかといったら、楽天のホームスタジアムの宮城スタジアムでパ
ナソニック製だけではなくて、あらゆるメーカーの製品をトータルで全部統合して、
これを⼀括管理するシステムを運⽤しています。常設のカメラも全部備えつけられて
おり、ここで得られた映像やデータが、選⼿の強化とか育成にも⽣かされているそう
です。 

 ・つまりは、こういったところと組んで、これから設備とかシステムの導⼊を図ってい
くと思うのですが、問題は機械をどう使うかということです。そこを改善しようとし
ているケースです。恐らく⽇本の弱いところというのは、そういう使い勝⼿のノウハ
ウというのがないところなので、こういったノウハウの導⼊というのもひとつ考えて
いく時代ではないかなと思い紹介します。 
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 ・それから、最後は、ＩＴ企業のＳＡＰ、これはドイツのサッカーチームの強化にも貢
献している企業ですが、ここが実質所有しているアリーナがあります。残念ながらア
イスホッケーとハンドボールのチームしかないのですが、マンハイムという、超⼤都
市ではないところにあります。実際にここはアリーナの所有者が全て運営まで携わっ
ています。何がすごいかというと、このアリーナの所有者が、ここのアリーナを使⽤
する利⽤者、いわゆるイベントの興⾏者、主催者に対して観客サービスとか、それか
ら、イベントで使うさまざまな機材のオペレーション、こういったソフトを全部提供
しています。スタジアムアリーナの運営者が、利⽤者に対して全て提供しているとい
うケースです。これ、何がすごいかといったら、ここのアリーナを使⽤する利⽤者と
したらコストかからないことです。要は、⾏けば全部やってくれる、やるべき設備が
あるという状態で⾏けます。当然、使⽤料はそんなに安くないです。それだけのサー
ビスになりますから。ただ、サービスに対応する対価、その対価に対する価値という
のがあります。要はアリーナ、このスポーツ施設の価値観を出しているケースです。
残念ながら、これは公共の施設ではないので、⼀つの事例になるかどうかはわかりま
せんが、ＳＡＰの⼒をうまく利⽤しているというケースなのでご紹介しておきます。 

 ・最初に話を戻すと、とにかく箱物をどうやって⽣かすかというところで、ノウハウを
どうやって佐賀県さんがここに引っ張ってくるか。これは別に⽇本に事例がなくてい
いです。事例つくっちゃえばいいと思います。 

 ・１つ最後に。話が違うのかもしれませんが、明治維新 150 周年の何か記念のイベント
があるようで、このチラシには、⻄洋の科学技術を取り⼊れた佐賀藩は、⽇本近代化
のトップランナーだったと書いてあります。事実、産官学と⾔っていいんですかね、
マイクロソフト社との提携とか。要はＩＴ分野に関しては物すごく教育的な部分で佐
賀県は進んでいらっしゃるとお聞きしたことがあります。そういった部分からいって
も、今回の施設及びエリア全体の活⽤⽅法に関して、既存の頭でなく、これからの時
代のことを考えつつ、佐賀県さんらしい発想で、新しいものをどんどん導⼊していく
という発想で、この計画が進めばいいなと個⼈的には思います。以上です。 

 
【坂元委員⻑】 

・ありがとうございました。まさしくこれからの時代、スポーツ、特に「観る」スポー
ツに関しては、総合的な知を結集していかないといけないという思いが新たにしまし
た。 

・議論の途中で今委員が、管理運営をどうするかというところをかなり⾔及されました。
今の説明を聞いてみると、そのノウハウを集積してやっていかないと⾯⽩くないとい
うことがよくわかりました。今後、こういったところが議論の焦点になるかと思いま
す。ぜひこの知識をいろいろ皆様⽅に伝えていただければと思います。 

・特にまだ佐賀県⺠は、アリーナ「観る」スポーツ、「⾒せる」スポーツ、こういったも
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のにまだほとんどコミットしておりません。サッカーがいいとこぐらいです。佐賀は
これからだと思います。そういった意味で貴重な資料を提供いただきました。 

・もうすぐ知事がお越しになりますが、知事との意⾒交換の際には、基本計画にある「す
る」、「育てる」、「観る」、「⽀える」、「憩い、にぎわう」、この５つの視点で議論を進め
ていきたいと思います。知事が到着し次第、お招きいたしますので、それまで５分ほ
ど休憩したいと思います。 

 
＜休憩＞ 

 
【坂元委員⻑】 

・それでは、知事がお越しくださいましたので、限られた時間ではありますが、いろい
ろなテーマで意⾒交換をしてまいりたいと思います。 

 ・私のほうからは既に申し上げておりますように、この基本計画の「する」スポーツ、「育
てる」スポーツ、「観る」スポーツ、「⽀える」スポーツ、「憩い、にぎわう」スポーツ、
このあたりのテーマで御⾃⾝が興味を持たれているところでどんどんどんどん知事と
意⾒交換をしていただければと思っています。 

 ・それでは、知事のほうから最初に基本計画にかける思いをお願いします。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・皆さんどうも本当にお疲れさまでした。今回で６回⽬ということですかね。本当に精

⼒的にお話しいただきまして、だいぶ感じも出てきたのかなというふうに思います。 
 ・この前、釜⽯にラグビーの関係で呼ばれたときに、今美術館で開催している池⽥学の

絵の話をしました。釜⽯のラグビー会場というのは、私が３年前に⾏ったときには本
当に何もないところで、こんなところでワールドカップができるんだろうかというよ
うなスタジアムです。でも、２年後にはワールドカップの試合が２試合、もしくは３
試合開催される会場です。私はこの絵の話をその時にしました。池⽥学という佐賀県
多久市出⾝の絵ですが、３年半かけて、チェザンミュージアムというアメリカのウィ
スコンシン州で描き上げた絵になります。この絵の下を⾒ると⽡礫や津波の跡とか、
そういったものが残っています。⼈は苦しくてもつらくても、前を向いて真っすぐ花
を咲かさなければいけない宿命にあるみたいな話をしたら、確かに３年前に釜⽯は、
みんなは仮設がある中で、何がワールドカップねという話もあったわけですが、その
中でも前に⾏こうというぎりぎりの決断をしています。そのときに私もずっと釜⽯に
⾏っていました。そんなこともあり、この絵を⾒せたら、みんなこの絵すごいねって
⾔ってくれました。これは実は⼩さいですが、実際はあの⽩い壁よりもっと⼤きいで
す。これはペンで描いているので、１⽇にちょっとしか描けないような絵なので、こ
ういう⼈の気持ちを動かすってすごいなと思っています。 
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・今回つくるものも、こういうインパクトのあるやつにしたいです。特に彼はすごいメ
ジャーにはなっているのですが、⾃分のこういう思いを持ったのが佐賀の⼟地だから
という思いが強くて、中に唐津線がぶら下がっているなど⾃分のその当時の思い出が
詰まった感じの細かい絵なんです。 

 ・また、私はここに来る前に、熊本の恵楓園というハンセン病の患者さんのところに⾏
ってきて、実は話せば⻑くなるんだけど、簡単に⾔いますと、⽇本は昔にハンセン病
の隔離政策をやっていて、私が去年⾏ったときに、知事さん、昔僕らは昭和 40 年代と
かに鐘を鳴らして⾒送ったというわけですよ。出所できる⼈、なかなかその先に夢と
か未来に希望が持てなかったというんだけど、そのたまに鳴る鐘というのが僕らの夢
だったというんだけど、その鐘が⿃のフンでもう 50 年ぐらい鳴っていないという話を
聞いて、じゃ、復活させようということで、１年がかりでやっていた鐘が、今⽇ 50 年
ぶりに佐賀県の⼦供たちと⼀緒に鳴らしに⾏ったんですよ。熊本の合志というところ
だけど、佐賀県のみんながこれから間違いを⼆度と起こさないように、⼈を偏⾒、差
別しないようにというような思いで⾏きました。 

・今⽇は何というんでしょうか、そのような感動、そして、未来とか夢とか、そういっ
た部分を育むような形で、単に今までみたいにスポーツをただして、「頑張れ」とか「努
⼒」とか、そういうだけではなくて、もっと⼈⽣の豊かさみたいなものがさまざまな、
いろんな⼈の思いがある中でスポーツというのはあるわけだし、スポーツだけではな
い、いろんな芸術もそうだし、コンサートもそうだけど、そういう⼈の思いはマルチ
なので、マルチな思いにしっかりと対応できるようにしたいと考えています。 

・しかし、だからといって、細かいことをがたがたがたがたやるような感じじゃなくて、
実は⼈のシンプルな思いというか、シンプルな装備、施設にして、それがなぜかいろ
んなソフトの⼒によってマルチ対応ができているみたいなものにしていきたいと考え
ています。 

・原⽥先⽣をはじめこの委員会は素晴らしいメンバーです。原⽥、⾺場というだけでも
すごい⼤変なことなんですよ、僕らからすると。坂元先⽣、よくまとめていただいて
いると思います。何というんだろうか、⼈の思いの詰まったようなものになっている
と思います。ですから、これは⾏政が形を決めたから、そこで決まりだと⾔う必要は
ないと思っていて、皆さん⽅の話なんかを聞きながら修正をしていく、さらにいいも
のにしていくという過程が⼤事だと思います。その過程は全部オープンにして明らか
にしていくということをしっかりやっていくというのが佐賀県の仕事の仕⽅なので、
ぜひ皆さん⽅も本当に好きなことをおっしゃってください。 

・今さんから⾔われたから広島を⾒に⾏ってきましたし、私も指⽰どおりにちゃんと働
きました。本当に皆さん⽅の思いをしっかり受けとめてやってきたいなというふうに
も思っています。 

 ・そして、佐賀にはサガン⿃栖だったり、久光だったり、本当にもう願っても来ていた
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だけないようなすばらしいプロスポーツも根づいているわけですから、そういったも
のもうまくみんなで肩を組みながらやれる環境をして、私はむしろ、世界基準なもの
を、特にここの部分で、ソフトの部分で世界基準なものを佐賀の地からやっていきた
いと思います。 

 ・⽵原さん、アトレティコマドリードが来たときなんかわくわくしますね。ああいう、
別に佐賀だからという、むしろ、佐賀だからこそできるんではないかなというふうに
も思います。思いを⾔わせれば、１⼈で最後までしゃべってしまうので、思いが強い
ことだけ伝わっていただければ、あとは皆さん⽅どうぞ⾃由な意⾒を⾔っていただく
ことを楽しみにしています。 

・来年は幕末の 150 年の博覧会をやりますけれども、それから、⾼⽂祭や国体だとか、
ラグビーや東京オリンピックもありますから、我々にとってすばらしい環境のもとに
なると思いますので、これからも佐賀県を⼀緒に盛り上げていくためによろしくお願
いしたいと思います。 

 
【坂元委員⻑】 
 ・どうもありがとうございました。 
 ・皆様のほうでいろいろ御意⾒があったらどんどん挙⼿の上で意⾒をしていただきたい

と思いますが、知事のほうでどんどん指名していただいても構いません。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・今、少なくとも私が名前を⾔った⼈については⼀⾔いただけたらと思います。 
 
【坂元委員⻑】 
 ・先ほど名前が上がった⽅で御意⾒のおありの⽅は、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
【⾺場委員】 
 ・思いを伝えるというのを引き継ぐと、僕はこの空間が⾝近にある究極の憧れの場所で

あって欲しいという思いが強くあります。というのは、僕も佐賀で陸上とかサッカー
をやっていて、あそこのグラウンドで⾛る、サッカーをやるというのは準決以上とか
じゃなければやれなかったので究極の憧れだったんですよ。だから、ここがもっと究
極の憧れであり続けてほしいというふうに強く思います。 

・それで、県⺠の⽇常のためにということと、プロのための究極の空間であるというの
は、僕は⽭盾しないと思っています。佐賀でスポーツをやる⼈間はあそこでやりたい
と思うのは、トッププレーヤーがやったグラウンドで⾃分もできるという感じがたま
らないと思うんですよ。だから、例えばライブでもいいです。スポーツでもいいです。
アリーナでもグラウンドでも、トッププロがやっていて、そこで⿃肌が⽴つような経
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験ができる場所でスポーツをすることが重要で、そうなると、いやでも⽇常のスポー
ツに気合が⼊ります。聖地が⾝近にあるという感覚はすごい重要で、ただ、職業柄「空
間」に翻訳したとすると、やっぱりそこでライブがあったり、プロの⼤会があったと
きは、その場所空間⾃体がうわーっと盛り上がっていて、明るく輝いていて欲しいん
ですよね。 

・ドイツのワールドカップの決勝のアリアントスタジアムというところでは、うわーっ
と⾊がついています。スタジアム全体が光っていて、あのぐらいやっぱり究極の興奮
空間であってほしいです。ただ、⽇常のときは居⼼地がよくて、隣でお茶とかしなが
ら、「うわ、俺、いつかこのグラウンドでやりたいな」と思うような場所であって欲し
いというふうに思うので、やっぱりすっごく華やかにするインフラを持ちながら、⽇
常的に使っても、ただ買えたり、飲んだり、遊んだりというふうな、そういうような
場所づくり、空間づくりみたいなものを⽬指していくべきだろうなというふうに思っ
ています。 

・基本計画書はそういうふうになっていると思います、私も思いだけを伝えました。 
 
【⼭⼝知事】 

・この学君は、美術館ですごいヒット作であり、10 万⼈ぐらいが来たことになりますが、
その中でやっぱり⼀番⾃分の原点として、同じ美術館に⾃分の⼦供のころから、⾼校
のときにつくった絵が掲げられているシーンがあります。それが原点で⾃分たちの夢
の扉、ここで⾃分が⼩さいときに飾ってもらったあの美術館、いつか県美にというこ
とと同じように、スポーツの選⼿たちもそうだけれども、あそこで昔、あのプロを⾒
たとか、この前、朝夏まなともそう⾔ったよね。たまたま宝塚を⾒たから、ああ、こ
れはいいと思ってトップスターまで⾏ったわけですよ。だから、そういうの、すごく
起こりがちなことなので、この佐賀では。だから、本当に障害者もそうです。もう本
当に何か⾃分が近づけるんじゃないかなという、そういう空間をつくりたいなという
ふうに思っています。⾺場さんも佐賀出⾝で、最近やっと会議に来てもらえるように
なって、鮭が川に戻ってきたようで嬉しいなと思います。 

 
【原⽥委員】 

・それでは、私のほうから。 
・知事に⾒に⾏っていただきたい公園があります。池袋の⻄武線側のほうに南池袋公園

です。 
 
【⼭⼝知事】 

・⾏きました、⾏きました。 
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【原⽥委員】 
・もう⾏かれましたか。 

 
【⼭⼝知事】 

・⾏ってきました。誰かに⾏けと⾔われて。 
 
【原⽥委員】 

・「ＲＡＣＩＮＥＳ／ラシーヌ」というビストロとカフェがあって、あれはすごいですよ
ね。都市公園では２％しかああいう営業に使えなかったのが、今 10％まで緩和されて
できるのです。先ほどおっしゃったように、あそこは⽇常をパークマネジメントする
場所を担ってほしいなと思います。試合なんて限られていますよね。 

 
【⼭⼝知事】 

・そうそう。 
 
【原⽥委員】 

・あれは本当に限られている。 
 
【⼭⼝知事】 

・滑り台として置いてないじゃないですか。適当に滑ればいいという。 
 
【原⽥委員】 

・うん、そうそう。昔は遊具じゃないですよね。 
 
【⼭⼝知事】 

・そうそう。 
 
【原⽥委員】 

・だから、コンセプトががらっと変わっているので、そういう本当に⾃然ににぎわいが
できる場所、あそこに⾏かなきゃいけないよねというふうなショーになるといいなと
思います。だから、その可能性はあるし、やっぱりクオリティーの⾼い飲⾷等を置か
ないといけません。レストランのチェーン店などはちょっと違うなというイメージで
す。わざわざあそこに⾏かなきゃいけないようなパークマネジメントをやっていただ
けるといいなと思いました。 
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【坂元委員⻑】 
・はい、ありがとうございます。ほか、いかがでしょう。 
・⼀応今回の議論の中⼼は「観る」スポーツということになりましたけれども、こちら

のお三⽅から何か思いなり、要望なりありましたら。 
 
【⼭⼝知事】 

・広島を⾒に⾏ったら、湯崎知事の話を聞いたんですよ。湯崎知事の前の話だったらし
くて、あれ、結構⾦がかかって困ったという話で、特に地下を埋めたんですかね。 

 
【今委員】 

・そうです。 
 
【⼭⼝知事】 

・そう。僕がなぜシンプルにと⾔ったかというと、何か難しくやって、プロバスケみた
いなやつを置いたら、もうすぐ動かなくなってしまって、だから、あんまり難しくし
ないで、シンプルで感動させるようにしたほうがいいよと、知事が⾔っていました。 

 
【今委員】 

・アメリカにあまりああいうへんちくりんな形の施設というのはないのですよね。先ほ
どのビデオにあったアリーナなんか、特殊な事例があったんですけど、せっかく知事
もいらっしゃるので、佐賀県さん全体にお願いしたいんですが、さっきもちらっとお
話ししたんですけど、恐らく佐賀県内の、県庁内にある全ての部署の総合⼒で今まで
にない発想でこの整備エリアを何かそういう、今までにないようなエリアを仕上げて
ほしいなと思うんですよ。 

・恐らくそれは既成概念があると、もう全然役に⽴たないので、まずは若い⼈からベテ
ランの⽅も、とにかくいろんな発想を持ち寄って、佐賀県らしいまとめ⽅をしてほし
いなと思います。 

・これは稚拙な例なんですけれども、20 年前に東京ドームでＮＢＡのゲームをやること
になって、誰に聞いてもばかじゃねえのという話をされました。実際に東京ドームに
４万⼈、２⽇間、８万⼈⼊れました。⼈間やればできるんですよ。既成概念で捉えて
いる考えって、もう本当に⼩さいことだけだと思うし、⽇本の⾏政って、本当にそう
いうふうに⾒られているんじゃないですか。じゃなくて、「佐賀県って何？」っていう
ぐらいのチャレンジを今回の整備計画にしてほしいなというふうに思います。 
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【坂元委員⻑】 
 ・あと、いかがでしょう、スポーツを代表して御意⾒等ありましたら。 
 
【⽵原委員】 
 ・そうですね、トータル的に、東、⻄、中央で役割分担をしながら、エリアの中でどう

するかを考えると、知事を筆頭にスポーツの組織をしっかり作って県⺠全員がこれに
関わってもらうような仕組みづくりをイメージしています。スポーツの各ジャンルの
プロとかが、全県にうまく配置され、それを九州全体の中でスポーツのＯＢとかレジ
ェンドが佐賀にいるみたいなところも⼀緒に考えていくような今まで考えていないア
イデアもいっぱいあるので、そういうのをちょっとやってみたいなと考えています。 

 ・実は、私たちスタジアムを使わせてもらっていますが、売店は⾃分たちで決められず、
⾏政側が決めています。昔から⼊っているということで、その売店は無料でそこに⼊
れるとか、ちょっと私たちにとっては満⾜できないこともあるので、やはり全ての⼈
が関わる仕組みを作っていくといいなと思います。 

 ・アリーナの使い⽅も、１週間まちのイベントをずうっとしていくというような発想が
あるんです。九州全体で使えるごみ袋をつくって、⾏政にはそのごみ袋を買って帰っ
てもらい、それがスポーツの⼤会を開きますとか、全員巻き込んでいくということを
しないと⼀部の⼈たちが来ても難しいと思います。マネタイズの問題もありますので、
本当に全員が参加しているというふうに感じる仕組みをまずつくって、県⺠全体、九
州全体で使ってもらうことを考えています。プロスポーツとしてやっているので、ぜ
ひとも何か、今と全く違うところでやってみたいですね。 

 
【⼭⼝知事】 
 ・ぜひアドバイスいただきたいのは、私はまだ２年間だけど、⾏政はそれぞれの部署ご

とに脳を⼊れ換えているわけ。僕はもちろん知事だから、全体としてどうということ
を考えるわけですよね。ところが、よくありがちなのは、障害者の課の⼈は障害者の
話しかしていないわけ。別にそうじゃないからって、ユニバーサルデザインで障害者
のことを⾔っても全然構わないのに、なぜかそれはその課にしか代弁できなくて、た
だ、本当に⼼地よいものをみんなで作るようなこと、さっきから皆さんがおっしゃる
トータルパッケージのようなもの。そういうトータルパッケージを持っている職員が
いっぱい欲しいんだけれども、そういう⼈って、実は少ないんです。だから、⾃分は
何とか部の部⻑だから、何とか課の課⻑だから、下に⾏くと、もう私はこの担当だか
らという頭になっている。だから、⾃分が普通の県⺠として利⽤する⽴場でどう考え
るのっていうのがすごく⼤事で、それがあった上で、それぞれの所属の専⾨性なんで
すよ。これは国の役所もそうなんですね。だから、トータルで物を考えるような⼈材
を育ててもらいたいんですよ。それができると⾏政マンてすげえなってなると思いま
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す。普通だったら国家しかできないことを、全部考えているんだねということになる
んだけど、県庁の中だと、トータルで考えられる⼈間というのは、あいつちょっと変
わっているねってなってしまいます。わかりますか。 

 
【⽵原委員】 
 ・わかります。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・だから、私はどこかの部署におさまらない⼈間が割といっぱい、今、佐賀県庁に少し

ずつ増えてきているというのが⼼地いいからいいんだけど。ただ、この⼈たちをいか
に使うのかというのが今度マネジメントの問題としてあるわけです。 

 
【今委員】 
 ・僕はもう 30 年ぐらい仕事をしていて、スポーツ界こそがまさにそうだと思います。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・スポーツ界もそう？ 
 
【今委員】 
 ・はい。スポーツのことは、僕の⽴場でいうとどうでもいいんですよ。それは選⼿とか

チームがやりますから、僕らはその周辺をどうやって⾼めていくかというのが仕事で
す。ただ、そういう⼈材はスポーツにもなかなか⼊ってこないんです。お⾦ないんで。
スポーツの場合はそうなんですが、⾏政組織は、もっととんがった⼈をつくって欲し
いなと思います。⾏政ってスペシャリストが育ちづらい環境にありませんか？僕が⾒
ていると、３年、４年で部署がかわっているように思います。それではなかなかスペ
シャリストが育たない。そうすると、外部の⼈間に 200％、300％のノウハウを求める
わけですよ。そこが僕の仕事なんですね。それだけのものを持っていないと相⼿から
引き出せないので、それは少しもったいないなという気がしています。先ほどノウハ
ウの話をしたのですが、そういった気がしました。それができないのであれば、先ほ
ど⾔った総合⼒でいろんな部署から集めて、英知を結集して、そういうトライをして
みるということしかないのかなと思います。 

 
【⼭⼝知事】 
 ・うちは、割と⻑いほうであるよね。 
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【⽩井局⻑】 
 ・そうですね。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・専⾨性があって同じ部署から離せなくて、結構それぞれが⻑くいることはあるけど、

その⻑くいる⼈間に総合⼒を持ってもらいたいなというところでもあるんですよね。 
 
【今委員】 
 ・例えば設計会社さん、設計屋さんと話をすると、僕みたいな⼈間は嫌がられるんです

よ。徹底的に使う側からの話をしますから。そうすると、図⾯だけ書いている⼈間は
追いつかないんですね、実際に使うわけではないので。そういう⼈間が発注者である
⾏政側にいるというのは、物すごく⼒になると思います。絶対悪いものではないです。 

 
【⼭⼝知事】 
 ・佐賀は、よその県でやっていない、１つのことはあるよね。全ての政策とか全ての箱

物にクリエイターを通している。デザイナーを通すことによって、利⽤者の視点が必
ず⼊ってくるので、設計者は嫌がるけれども、逆にいうとその単なるコンペでやると
怖くてしようがないね。 

 
【今委員】 
 ・いや、でもまさに本当にそうで、やっぱり建築の設計の現場を⾏くと、サッカースタ

ジアムにも⾏ったこともない、サッカーもやったこともないという⼈が設計したりし
ているわけですよ。なので、本当に好きでわかっている、コミットしている⼈が魂を
持って設計していないと、わかるんですよね。個別のスタジアムのことを⾔うとあれ
ですが、ここはサッカー好きが設計しているなとか、していないなというのは⾏くと
やっぱりわかるんですよ。まあ、サッカーだけじゃなくてスタジアム全般に⾔えるこ
とですが。 

 ・やっぱりそういうやったことがある⼈間だと、使い勝⼿のこととかって、ちょっと知
っているし、個⼈的にスポーツ⾒に⾏っている⼈だと、使っている⼈、活⽤者側、そ
れからもっと⾔うと経営する側の意⾒とかも聞かないと盛り上がらないと思っている
ので、そのモードで設計をできる。だから、⼀技術者じゃなくてクリエイターの⽬線
でちゃんと施設の設計とか空間もやっぱり組み⽴てていかないと、どうしても空間が
おさまっているだけとなっちゃうんですよね。いや、本当に重要なことで、もう⾝に
しみています。 
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【⼭⼝知事】 
 ・本当だから、デザイナーやクリエイターはいい加減に仕事しない。サッカースタジア

ム使うのに、サッカー選⼿の話も聞かないで勝⼿にやったら終わっているということ
になるというのに。うちの佐賀デザインという部署は、ネクタイなんか全くしていな
いような⼈たちがウロウロしてて、この前も勝⼿にプレゼンをやったもんね。 

 
【⾺場委員】 
 ・勝⼿にプレゼンフェスというのを去年の夏やらせてもらって、佐賀出⾝のクリエイタ

ー⼗数⼈が、知事初め県の上のほうの⼈たちの前で勝⼿に思いをプレゼンするという
のを３時間半ぐらいやり続け、いや、でもすごかった。しかも、映画館を借り切って
やったんですが、熱気も半端なくて、みんなこれは絶対やるべきだと思うものをプレ
ゼンしているからすごく楽しかったし、そのうちの⼀部が、ちゃんと実現に動き始め
るんですよね。 

 
【⼭⼝知事】 
 ・それやろうかってね。これはいわゆる⽩紙コンペ。普通、⾏政でやると、何か受注条

件があって、それはクリエイターの頭の中を阻害するやつがいっぱい⼊っているけど、
そこまで⾔うならあんた⾃分で考えて全部、県⺠の幸せのためにあえて提案してもら
って、その中から幾つか採⽤になってやっています。 

 
【⾺場委員】 
 ・これが⾏政の中で通るなら⽇本中でやればいいのにと思いました。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・あと、議会にちゃんと説明しないと、そもそもそういうつもりやったと⾔っても議会

に認めてもらえないとできないし。 
 
【今委員】 
 ・この場も、ここまで話しているのに話が通らないだろうなと思っていましたが、何か

今回の形になっちゃっているので、すごいなと思います。他ではこういうケースは聞
いたことないので。まあ、普通は普通に建物を建てる計画におさまるんですよ。 

 
【⽩井局⻑】 
 ・結構議論はしましたから。 
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【今委員】 
 ・委員はむちゃくちゃなこと⾔いますからね。 
 
【⽩井局⻑】 
 ・結構、無防備に何でも聞き⼊れてきました。 
 
【⼭⼝知事】 

・僕はこれだけのすごいいいメンバーが集まっていると僕は思っている。だから、その
メンバーに集まってもらっているから、とんでもなく⾊々な話が出て盛り上がったら
だと思います。 

 
【坂元委員⻑】 
 ・Ｖリーグの意⾒をちょっといいですか。 
 
【⼩早川委員】 
 ・私もこの施設整備の委員会に思いを持って出席させていただいているんです。最初、

佐賀県の施設をつくるということで考えたときに、⽇本の⾏政でいうと県の上から何
番⽬で⼈⼝がどうで、財政がどうでなど、やっぱり⽇本でどういう位置づけかとか、
佐賀と⾔えば何だというところを⾊々考えました。ただ、知事がおっしゃったように、
物をつくるんじゃなくて、思いをつくるというか、やっぱり世界で⼀番のスポーツの
場所になって欲しいなと今は思いますし、これから県で進めていただくにあたっても、
今の佐賀県のイメージは取っ払っていただいて、世界で最⾼の幸せを県⺠に届けると
いう意気込みで進めていただければ、まだこれは基本計画ですけど、最後まで⾏き届
くものになるのかなと思います。 

 ・私どもの、スポーツでいうと、今、佐賀県総合体育館でバレーボールをさせていただ
いていますけど、バレーボールを⾒にくるのにバレーだけしか興味がない⼈しかいな
いんですよね。逆に、サッカーとか野球とかを⾒ると、ビールを飲みに、会社の愚痴
を⾔ったりとか、⾃由度が⾮常に⼤きくて、私もスポーツって、そのスポーツの競技
の楽しさだけじゃなくて、⾏くだけで家族が楽しめるとかそういったところを⽬指す
べきだなと思います。 

・そうなので、バレーボールをやるときも、周りに少し屋台とかをたてているのですが、
あそこも⾮常に狭いのでですね。駐⾞場でとなると、動線から離れてしまってお客さ
んが⾒ないし、何を売っているかわからないという状況なので、これからつくってい
ただくときも、そういういろんな楽しみを求めてお客さんが来るような空間をつくっ
ていただきたいなと思います。 

 ・私、今⽇は⿅児島から⼊ってきているのですが、これは全九州中学校のバレーボール
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⼤会というのが⿅児島であっていて、⿅児島の中学校の先⽣⽅、バレーを指導されて
いる先⽣⽅と話をしてきました。その中で、退任された⼤御所の先⽣がいらっしゃっ
たのでお話を聞いたところ、今は障害者のバレーボールのほうに携わっているという
ことでした。それはデフバレーと⾔って精神障害と知的障害とに分かれているという
ことでした。私どもトップリーグでやらせていただいていますけど、やはりそういう
いろんな⽅々がその競技に関わるということを考えると、我々も最⾼のパフォーマン
スをすることを考えます。そういった⽅々も⽇頃から使いやすいというところには徹
底的にこだわった、みんなに優しい施設にしていただきたいなと⼼から思っています。 

 
【坂元委員⻑】 
 ・⽥部委員、いかがですか。 
 
【⽥部委員】 
 ・私はこの委員会に携わって、本当に⾒る⼈のための施設をつくるという⽅向にちゃん

と収斂されたので、⾮常よかった、ここに来たかいがあったかなと思います。ＪＴＢ
というのは、するではなくて、⾒せるのが商売なので、その中で私の意⾒を結構反映
させていただいて、⾮常にありがたかったです。⾃分の中に夢が膨らんでいます。 

 ・今後、散々みんな⾔っていますけれども、やはり運営のあり⽅、事業のあり⽅という
ところをどういうふうに考えるかというのがポイントかと思いますので、テナントの
あり⽅とか、全てにおいて、やっぱり⽇本初のものをつくって欲しいなと思います。 

 ・それというのは、知事もよく御存じかと思いますけれども、海外にいっぱい事例があ
りますので、その辺の情報をきっちりと集約してつくっていくべきかと思います。 

 ・実はオリンピック関係でいうと、当社もオリンピックパートナーですから、オリンピ
ック関係の会議があって、たまに顔を出しているのですが、彼らが全部本当かどうか
調べてはいないんですけれども、裏側の中⾝をどうするかというところの議論が全く
なされていません。いわゆるパネルを張ればいいでしょうという話だけで、そこにど
ういうコンテンツを流すのか、後はスマホにどういう連動をさせるのかとか、そうい
ったところも含めて、まだまだ⽇本ではできていないと思っています。幾つかでき始
めているんですが。 

・先ほど今委員から話があったパナソニックの話も、実は裏側は全部シスコで、パネル
がパナソニックという形らしいんですよ。シスコは世界で 200 のスタジアム、それか
ら、アリーナの裏側も全部やっているという話もあるので、ちょっとそんな話を聞い
ているだけでもわくわくしてくるような話があって、今年の９⽉ぐらいに、みんなで
シスコに視察に⾏こうというのを考えているので、もしお時間があればというような
お話です。 
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【⼭⼝知事】 
 ・本当に運営⾯も、さっき⾔った佐賀らしいというか、新しいものというのをぜひ実現

させたいなと思うんだけども、考えてみれば、ＪＴＢのときだよね、原⽥委員の講演
を聞いたのは。私はその会場にいたんですよ。その時は、なるほどなとかいろいろ思
いながら聞いていました。 

 
【⽥部委員】 
 ・そうですね。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・今ね、⽇本マイクロソフトという会社がイノベーションセンターというのを佐賀駅前

につくってくれて、これは⻄⽇本でうちだけなんですよ。そこの会⻑が佐賀がいいと
いうので、この地になったんだけれども、この会⻑、ついこの前やめて、ただの代表
専務に⼊るという電話がかかってきました。彼はすごく佐賀が好きでやっています。
彼も⾯⽩くて、最初に学⽣のときに佐賀に⼊ったんだって。だけど、途中からマイク
ロソフトに⾏って、やっぱり請われてまた戻るという。そこで、佐賀が⼤事と思って
いる。 

 
【原⽥委員】 
 ・劇的に変わっていますね。業態を変えようとしています。もうからないんでしょうね、

物づくりは。 
 
【⽥部委員】 
 ・パナソニックは、最近オリンピック関係の講演会でもそういう話ばっかりしているん

ですね。原⽥さんがよく御存じだと思いますが。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・システムとか運営とかそっちの⽅に移っているんだろうね。 
 
【⽥部委員】 
 ・もうそっちですね。そんなプレゼンテーションばっかりしています。 
 
【原⽥委員】 
 ・社会問題にも解決する企業に変わっていこうということですよね。 
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【⽵原委員】 
 ・ガンバのスタジアムもそうやって関わっているようです。芝⽣の養⽣の実験やってい

ますよ。 
 
【⼭⼝知事】 

・ああ、そうか。もう今できているんだっけ。 
 
【⽵原委員】 
 ・完成していてＬＥＤで芝⽣を育てています。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・それはいいね。 
 
【原⽥委員】 
 ・誰がこの総合運動公園を運営するのかということを考え始めていて、従来の指定管理

制度の３年、５年ぐらいのスパンじゃ、現状維持が精いっぱいで、10 年もたてば改修
費⽤を誰が出すんだみたいな、そこでもめちゃうんですが、だから、それをコンセッ
ション、ＰＦＩ⽅式にされて、どっかの事業体が責任を持って稼ぐというやり⽅がい
いと思います。幸い合宿施設もできるということなので、そこでキャッシュフロー持
ちますし、テナントとしてのカフェとかレストランが⼊って、もしＶと、仮に将来的
にＢですよね、バスケットができて、バレーができると、その両輪でやると、佐賀の
駅前⼀帯が何となく盛り上がるというまちづくりにつながるということになるんです。 

 
【⼭⼝知事】 
 ・そういうことを地元の⼈たち中⼼にやってもらいたいなっていつも思います。佐賀の

問題はいつも外でしょう。外のほうから⼊ってきて、地元の仲間たちでつくり上げた
ものが少ないと思う。 

 
【坂元委員⻑】 
 ・時間となりました。 
 ・知事、本当に分刻みで申しわけありません。時間が⼤分過ぎちゃいましたので、先に

知事をお⾒送りしましょう。どうもありがとうございました。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・今⽇はこの中でいろんなことが話せてよかったです。ありがとうございました。 
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【坂元委員⻑】 
 ・ありがとうございました。お世話になりました。 
 
【⼭⼝知事】 
 ・これからもずっと御指導いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
 
【坂元委員⻑】 
 ・局⻑、最後に御挨拶を。 
 
【⽩井局⻑】 
 ・最後になりましたが、６回に渡り熱⼼な御意⾒、御討議、ありがとうございました。

先ほど今委員からもありましたように、本当に思っておられることを何でも⾔ってい
ただいた委員会だったなと思います。ただ、何かすばらしいものをつくろうと思って
御発⾔いただいているものをずっと集⼤成すると、こういう形になったと改めて思っ
ております。そういう意味では、⽇本初とか、あるいは世界に通じるような、そうい
ったものにしていきましょうみたいな話は、私どもも本当にそのとおりだと思ってお
りますし、そういうことでまた引き続き基本設計、実施設計とか、みなさまの意を酌
んで、意を⽤いて取り組んでいきたいと思います。 

・また、それに当たりまして、これからも引き続き御意⾒をちょうだいしたいと思って
おります。今回の６回の委員会に懲りずに、また引き続きよろしくお願いします。本
当にありがとうございました。 

 
【坂元委員⻑】 
 ・ありがとうございました。 
 ・それでは、６回⽬の会議を閉じさせていただきたいと思います。ありがとうございま

した。 


